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はじめに
1998年以来, ｢失楽園ブーム｣ に伴い, 中国に
おける渡辺文学の翻訳も盛んになり, 2009年ま
でに, 約 50作品が中国に紹介され, 渡辺文学が
中国において本格的に受容されるようになってき
























くなく, まだ ｢需要を満たす消費時代｣ であった｡
80年代後半, 特に 1992年の小平による ｢南巡


















学的考察によれば, ｢社会転型期｣ が来ると, 必
ず離婚率が上がるといわれている｡ 建国後十年以
来, 三回の離婚ブームは, それぞれ 1950 年代
(解放後), 1960年代中期より 1970年代中期 (文
化大革命), 1990年代前半 (改革開放) に発生し
ている, と言われている｡ そして改革開放以来,
特に 1980年に新しく修正された ｢婚姻法｣ は仲
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明書が不要となり) したため, 婚姻という ｢囲ま
れた城｣ を非常に出やすくなったのだ｡
七, 八十年代, 不倫関係者は ｢作風不正派｣
(生活態度がりっぱでない) という名目で, よく
職場から警告や処罰され, 同僚や知人から仲間は
ずれにされた｡ しかし, 90年代に入ると, 不倫
関係者に対する呼び方も軽蔑した ｢破れ靴｣ から
より客観的な ｢婚外恋｣ (即ち不倫) となってき
た｡ 1990年代後半に至ると, ｢愛人｣, ｢二号さま｣
を持つことを ｢成功男子｣ の証として誇る傾向さ
え生じている｡ 2000年以来, ネットの発達・普
及による ｢ネット友会見｣ ｢一夜情｣ も ｢婚外恋｣
に拍車をかけ, 安定した家庭生活に危機をもたら
している｡ ネット専有名詞MBA (married but
available), 俗語 ｢不在乎天地久, 只在乎一朝
有｣ (一生の縁より一朝の結びを選ぶ), ｢外遇
人人有, 不露是高手｣ (愛人は誰でもいるが, 隠
し通す達人), ｢家里旗不倒, 家外彩旗｣
(家では妻が倒れない赤旗, 外では愛人が万国旗)
更には, ｢妻交換クラブ｣ さえ登場し, 現代都会
人の倫理観の変様を示唆しているのだ｡
2 . 新時代における若者の恋愛・結婚観






大学卒業時期を迎えると, ｢不包分配｣ 制度 (90
年代中期までは中国では政府が大学生を画一的に
各求人職場に配属し, その制度を ｢包分配｣ と称
した) の洗礼を受けた｡ このことにより, 現実に
対する ｢空虚感｣ ｢喪失感｣, 未来に対する ｢不安｣

















た｡ その後, 大きな反響を呼んだ映画 ｢一声の溜
息｣ (一声息, 2000/王朔脚本, 小剛監督),




















(1984) である｡ 1986年から 1993年にかけて翻
訳作品数は 17点に上るが, 医学小説か短編小説
を主とした当時, 日本で大流行した 『化粧』
(1981), 『ひとひらの雪』 (1982), 『化身』 (1985),
『うたかた』 (1990) などは全く翻訳されなかった｡




た村上作品翻訳｣ は 1992年 8月以後, 1996年 6
月までの四年間, ｢途切れしまうのであった｣｡





わる政策の一つとして 1991年 7月 10日, 中国新
聞出版署に頒布された ｢外国文学出版任務査定に
関する通知｣ (《関于核定外国文学出版任務的通
知》) がある｡ 同通知には, 社会精神文明を維持
するため, 外国文学の出版権を有する出版社を限
定し, ｢内容が低俗, 格調が低い｣ 外国文学の出
版を禁止するとある｡ この ｢通知｣ 頒布の背景に










1993年, 中国は ｢世界版権公約｣ (UCC) と ｢ベ




至り, ｢八五計画｣ が円満に完成され, また 1996
年から 2010年まで ｢新しい世紀を超える雄大な
目標｣ も確立された｡ 1996年 7月 1日の ｢人民
日報｣ 社説 ｢世紀を超える大業と中国共産党｣ に
よると, ｢国際的に見れば, 両極対抗が多極化の
新構造に取って代わられ, 平和と発展は今の世界















































ている間, 丁度 『紫陽花日記』 『熟年革命』 『白き
狩人』 『欲情の作法』 などの作品が中国市場に入っ
てきたということも相当興味深いことである｡ さ
らに珠海出版者は 『ひとひらの雪』 『化粧』 とい
う二作でそれぞれ ｢渡辺側が２ (出版) 社に依頼
した｣ という名目で渡辺淳一を起訴しているので






三, 中国人の ｢失楽園｣ に対する受け取り
方の変容
1 . 読者層の認識





回答数は 91人で, その中で 『失楽園』 を読んだ
経験のある者は 54人で, 59.3％を占めていた｡
性別からみると, 男性は 17人 (31.5％), 女性は
33人 (61.1％), 不明は 4人であった｡ 年齢から
みると, 女性は 20代前半が 12人, 後半は 13人,
合計 25人であるのに対して, 30代の女性は 6人,
40代は 2人だった｡ その一方, 男性は 20代前半
4人, 後半 4人, 合計 8人だったが, 30代は 4人,




















男 女 合 計 33/61.1％ 10/18.5％ 7/13.0％
多く 25人 (48.1％) であり, 二番目はベストセ






番多く 22人 (39.3％) であり, 二番目は現実に
はこのような感銘深いことはないという答えで
14人 (25.0％), 三番目は真の愛を達成させるに





どではないという答えで, 29人 (52.7％), 次に
俗に媚び, それほど細かく多く書かなくてもいい







答えが 9人 (17.0％) であった｡ また真の愛だと





(21.8％), 次に映画版 ｢失楽園｣ を見たあと読み
たくなったという答えが 11人 (20.0％) で, 三
番目は ｢友人か先生に勧められた｣ ｢好奇心に駆
られた｣ ｢周りの人は読んでいるから｣ という答








(2007 年), 2003 年より中国では有名なサイト
SINAに連載した 『失楽園』 (全訳版) に対する
読者の評価を調べた｡ 評価数 381 (2007 年 4 月
29日まで) のうち, 有効データは 228で, 具体
的に見れば, 好意的な評価は 139人 (61.0％)；
否定的なものは 73人 (32.0%)；中間的評価は 16






を占めていた｡ 例えば ｢真の愛ではない｣ ｢ただ
のエロ小説, 芸術って言えるものか｣ ｢恥知らず,



































































年代中期から 80年代中期にかけて 20年間の ｢思
想閉鎖期｣, 80年代中期から 2000年代初期にわ










































『失楽園』 を論じた論文はヒロイン ｢凛子｣ の名




























































































現状も見られる｡ これは多分に 『失楽園』 という
作品には女子蔑視の思想が希薄であり, その上,
中国人の読者と研究者は渡辺文学といえば 『失楽
園』 としか考えない傾向が強いために, 未だにこ
のことに気づいていないと考えられる｡ 筆者の学
位論文ではこの件に関して論じたが, まだまだ研
究する余地が大きいのではないかと思っている｡
附記：本稿は 2010年 2月山形大学人文学部主催
のシンポジウム ｢共振する東アジアーー現代東ア
ジアの文学交流－｣ で発表した内容に加筆したも
のである｡ 山形大学人文学部の先生方に感謝の意
を表したい｡
『失楽園』 はどう読まれるのか－中国における渡辺淳一文学の受容－(于 桂玲)
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